
明
日
の
農
業
と
健
康
を
考
え
る

A
S
U
M
A

ア

ス

マ

ASUMA
A g r i  S u p p o r t  M a c h i n e r y  b y  M i t s u b i s h i

　　    　 新ブランド“ASUMA”誕生

■ ASUMA新製品紹介    ■ 三菱ユーザー紹介（山形）

■ ごはん讃歌　   ■ 自家野菜の活用術　   ■ プレゼント

三菱農機ユーザー情報誌

特   集

創
刊

三菱農機だより

vol.16通刊

三
菱
農
機
株
式
会
社　

三
菱
農
機
株
式
会
社　代

表
取
締
役
社
長　

代
表
取
締
役
社
長　

島
﨑
島
﨑 

誠

　
　
　

　
　
　

      

平
素
は
三
菱
農
業
機
械
を
ご
愛
顧
賜
り

平
素
は
三
菱
農
業
機
械
を
ご
愛
顧
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、弊
社
は
昨
年

　

さ
て
、弊
社
は
昨
年
1111
月
に
三
菱
重
工
業
の
完
全

月
に
三
菱
重
工
業
の
完
全

子
会
社
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、三
菱
重
工
業
グ
ル
ー
プ

子
会
社
に
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、三
菱
重
工
業
グ
ル
ー
プ

と
の
関
係
強
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
し

と
の
関
係
強
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
し

た
商
品
開
発
を
積
極
的
に
展
開
し
、お
客
様
の
ご
要

た
商
品
開
発
を
積
極
的
に
展
開
し
、お
客
様
の
ご
要

望
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、微
力
な
が
ら
日
本
農
業

望
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、微
力
な
が
ら
日
本
農
業

の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
思
想
に
基
づ
い
た
新
商
品
を
、

　

ま
た
、そ
の
思
想
に
基
づ
い
た
新
商
品
を
、

「
A
S
U
M
A（
ア
ス
マ
）」
と
し
て
販
売
し
て
い

（
ア
ス
マ
）」
と
し
て
販
売
し
て
い

き
ま
す
。「

き
ま
す
。「
A
S
U
M
A
」
の
名
称
は
、「
三
菱

」
の
名
称
は
、「
三
菱

農
機
は
日
本
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
農
機

農
機
は
日
本
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
農
機

メ
ー
カ
ー
と
し
て
農
家
の
皆
様
を
応
援
し
ま
す
。」

メ
ー
カ
ー
と
し
て
農
家
の
皆
様
を
応
援
し
ま
す
。」

（
A
g
r
i 

S
u
p
p
o
r
t 

M
a
c
h
i
n
e
r
y 

b
y
b
y 

M
i
t
s
u
b
i
s
h
i
）の
頭
文
字
を
由
来

）の
頭
文
字
を
由
来

と
し
、「

と
し
、「
A
S
U
M
A
」の「
」の「
A
」に
は
、安
全
作
業

」に
は
、安
全
作
業

（
A
n
z
e
n
）を
、安
心
品
質（

）を
、安
心
品
質（
A
n
s
h
i
n
）

を
、明
日（

を
、明
日（
A
s
u
）の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

）の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う

３
つ
の
意
味
も
込
め
て
い
ま
す
。

３
つ
の
意
味
も
込
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、こ
れ
ら
の
思
い
を
込
め
た
、

　

こ
れ
か
ら
は
、こ
れ
ら
の
思
い
を
込
め
た
、

「
A
S
U
M
A
」の
ト
ラ
ク
タ・コ
ン
バ
イ
ン・

」の
ト
ラ
ク
タ・コ
ン
バ
イ
ン・ 

田
植
機

田
植
機

で
、日
本
農
業
の
未
来
を
切
り
ひ
ら
き
、

で
、日
本
農
業
の
未
来
を
切
り
ひ
ら
き
、 

農
家
の
皆
様

農
家
の
皆
様

の
営
農
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

の
営
農
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
三
菱
農
業
機
械
を
ご
愛
顧
賜
り

で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
三
菱
農
業
機
械
を
ご
愛
顧
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

クローズ
アップ



19801995

高い汎用性

先進の脱穀システム

優れた刈取り機能

三
菱
農
機
発
足

■ 

ト
ラ
ク
タ
M
T
5
5
0
1
D
、6
5
0
1
D
発
売

■ 

ミ
ニ
コ
ン
バ
イ
ン
で
は
初
め
て
と
な
る

方
向
自
動
、ベ
ル
ト
無
段
変
速
機
能
搭
載
の
コ
ン
バ
イ
ン
M
C
5
5
0
発
売

■ 

田
植
機 

マ
イ
レ
デ
ィ
M
P
R
4
0
0
発
売
。

　
　
　

 

マ
イ
レ
デ
ィ
ス
ィ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
が
誕
生
す
る

■ 

田
植
機 

マ
イ
レ
デ
ィ
M
P
R
5
0
0
発
売

■ 

ト
ラ
ク
タ 

パ
ル
シ
ー
ド
M
T
2
5
0
1
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン 

レ
セ
ル
ダ
M
C
1
4
5
0
発
売

■ 

ボ
イ
ス
モ
ニ
タ
ー
採
用
の
コ
ン
バ
イ
ン 

M
C
1
9
5
0
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン
レ
セ
ル
ダ
M
L
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

マ
イ
コ
ン
制
御
採
用
の
ト
ラ
ク
タ
パ
ル
シ
ー
ド
F
1
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

ト
ラ
ク
タ
パ
ル
シ
ー
ド
F
2
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

田
植
機
マ
イ
レ
デ
ィ
M
P
R
40
／
50
／
60
発
売

■ 

業
界
初
の
高
速
5
条
刈
り
コ
ン
バ
イ
ン
M
C
5
0
0
0
G
発
売

■ 

ト
ラ
ク
タ
パ
ル
シ
ー
ド
F
3
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン
レ
セ
ル
ダ
M
C 

13 

／
15
／
17
発
売

■ 

ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ド
ク
ロ
ー
ラ
を
新
装
備
し
た
コ
ン
バ
イ
ン
M
C 

20
／
22
発
売

■ 

水
田
か
ら
果
樹
園
ま
で
幅
広
く
対
応
す
る
小
規
模
農
家
向
け
ト
ラ
ク
タ

フ
ァ
ー
ミ
ー
M
T
X 
13 
D
／
15
Ｄ
発
売

■ 

丸
み
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の

小
型
ト
ラ
ク
タ

パ
ル
シ
ー
ド
α
1
発
売

■ 

高
性
能
ロ
ー
タ
リ
植
え
付
け
方
式
、ノ
ン
ク
ラ
ッ
チ
3
段
変
速
の

田
植
機
Ｍ
Ｐ
Ｒ
45
Ｈ
／
55
Ｈ
／
65
Ｈ
発
売

■ 

三
菱
パ
ジ
ェ
ロ
搭
載
エ
ン
ジ
ン
を
採
用

し
た
フ
ル
装
備
5
条
刈
り
コ
ン
バ
イ
ン

M
C
6
0
0
0
発
売

■ 

機
体
の
重
心
位
置
を
ベ
ス
ト
に
保
つ

ジ
ャ
ス
ト
ス
イ
ン
グ
機
構
を
採
用
し
た
歩
行
型
４
条
植
え
田
植
機
Ｍ
Ｐ
45
発
売

■ 

乗
用
4
条
植
え
田
植
機
マ
イ
レ
デ
ィ
ス
ィ
ー
ト
M
P
R
4
H
発
売

■  

S
&
C
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
、イ
ン
デ
ペ
ン
ト
Ｐ
Ｔ
Ｏ
搭
載
の

本
格
中
型
ト
ラ
ク
タ
G
X
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

表
層
砕
土
同
時
移
植
で
代
掻
き
不
要
の
ハ
ロ
ー
田
植
機
M
H
P
6
H
発
売

■ 

増
速
ツ
イ
ン
こ
ぎ
胴
、

コ
ン
ボ
ア
ッ
プ
搭
載
の

3
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン

M
C
3
2
0
発
売

■ 

再
生
紙
使
用
の
紙
マ
ル
チ
田
植
機

M
K
P
5
0
5
発
売

売

トラクター パルシードα１ 
MT205VE が商品デザイン部門
でグッドデザイン賞を受賞

田植え機
マイレディスィートMPR4Hが
グッドデザイン賞を受賞

国内最小の
小型汎用コンバイン

VCH650

コメはもちろん戦略作
物（麦、ソバ、大豆等）が
収穫にできるよう、汎
用性能を格段に高め
ました。

水稲最高刈取速度
1.0m/S ですばやく刈
取り、ロスを最小限
に抑えた収穫作業が
実現できます。

倒伏刈りスイッチ
倒伏材刈取時は主変速レバー上の倒伏
刈りスイッチを押すだけでリールのタイ
ンが自動で刈刃より下降し、材料を容
易に引き起こします。リール回転速度も
上昇するので、部分的に倒伏している場
合もノンストップで刈取りできます。

スーパーｅスレッシャー
  送塵量自動調節機構 撥水加工揺動板
脱穀負荷に応じて送塵ガイ
ドが自動開閉します。こぎ室
内に籾やワラ屑などが滞留
すると、ガイドに加わる力が
大きくなり、ワラ屑などを脱
穀部後方へ逃がし脱穀負荷
を最適に維持維持ます。

食品衛生基準をクリアしたフッソ
樹脂コーティングの揺動板を採
用しています。高水分材でも揺動
板に付着しにくく、分散性に優れ
ているので、揺動板上での滞留
時間が短くなるため材料の損傷、
大豆汚粒を減少させます。

強制掻き込みスイッチ
強制掻き込みスイッチを押すとリールが
下降し、リール回転速度が高速になり
ます。畦際での高速作業時や機体停止
時も材料をこぼすことなく、プラットホー
ムへ搬送できるので、ヘットロスを低減
できます。

スクリュー脱こく式
大径ロングこぎ胴
ロータ周辺に取り付けたス
クリューこぎ歯により作物
を搬送しながら、脱こくし
ます。ロスが少なくこく粒
をキレイに収穫できます。
（こぎ胴は作物に合わせて
2段階に変速可能。）

ＡＳＵＭＡ新製品紹介
̶コンバイン編̶

  4トントラックに車載可能
新製品は3機種あり、サイズは幅214～
415㎝、全長485～551㎝、高さ261～
263cmと国内最小の汎用コンバインで
す。機体総重量は約３．７トンなので、４
トントラックに積み込み楽々移動するこ
とができます。搬送が容易な上、作業
能率の向上がはかれ、コンパクトボデイ
なので中小区画圃場での作業性が抜群
です。

公道走行を可能
ＶＣＨ650 は中山間地農業での作
業性を向上させるため、方向指示灯
や前照灯を装備し、保安基準に適
合した機体設計で、圃場から圃場へ
の公道走行を可能にしました。ただ
し、ナンバープレートをつけること
と、大型特殊免許の取得が必要です。

三
菱
農
機
は
日
本
農
業
の
機
械
化
に
貢
献
す
る

ト
ラ
ク
タ
・
コ
ン
バ
イ
ン・
田
植
機
を
主
力
農
機
と
し
て

開
発
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、農
業
を
取
り
巻
く

情
勢
と
広
範
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

商
品
力
と
品
質
向
上
を
図
っ
た
新
商
品
の
発
売
を
期
し
て

新
ブ
ラ
ン
ド
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
ト
ラ
ク
タ
の
パ
ル
シ
ー
ド
、コ
ン
バ
イ
ン
の
レ
セ
ル
ダ
、田

植
機
の
マ
イ
レ
デ
ィ
と
い
う
３
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
を
統
合
し
て
新
ブ
ラ
ン
ド「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ

（
ア
ス
マ
）」と
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
は
、

Ａ
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e（
農
業
）　

Ｓ
u
p
p
o
r
t（
支
援
）  

M
a
c
h
i
n
e
r
y（
機
械
） 

の
頭
文
字
を
と
っ
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。日
本
農
業
の
明
日
に
貢
献

す
る
た
め
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し「
農
業
の
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
」の

両
面
か
ら
商
品
構
成
と
販
売
体
制
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
は
新
思
想
を
織
り
込
ん
だ
新
型
ト
ラ
ク
タ
・
汎
用
コ
ン
バ

イ
ン・
新
型
田
植
機
と
続
々
と
発
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た「
日
本
の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
合
農
機
メ
ー
カ
ー
」と
い
う

考
え
方
も「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」が
目
指
す
志
の
一つ
で
す
。そ
の
た
め

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
は「
３
つ
の
Ａ
サ
ポ
ー
ト
」を
実
現
い
た
し
ま
す
。

誕生

Ａ
は
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ（
安
全
）の
Ａ
。

ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
が
安
全
に
作
業

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
装
備

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
は
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｎ（
安
心
）の
Ａ
。

安
心
し
て
使
え
る
よ
う
、三
菱
農
機

で
は
ト
リ
プ
ル
検
査
を
行
い
ま
す
。

工
程
内
、完
成
後
、さ
ら
に
出
荷
前
、と
三
重
の

検
査
を
し
、安
心
品
質
の
ご
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。Ａ

は
Ａ
Ｓ
Ｕ（
明
日
）の
Ａ
。

明
日
の
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、三
菱
農
機
は
ユ
ー
ザ
ー
の
皆

様
が
使
い
や
す
い
よ
う
省
力
化
を
は
か
り
、作
業

時
間
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

3 つのサポ ート

■ＡＳＵＭＡトラクタ　
■ＡＳＵＭＡコンバイン　
■ＡＳＵＭＡ田植機

［ペットネーム変更例］

三菱トラクタパルシードGS250　　　　三菱トラクタASUMA GS251

▶新ペットネーム

新ブランド

品質向上

ソフトと
ハードの充実

三菱ユーザーの
期待にお応えしたい

新コンセプトを導入した
新型機

商品力の向上

農業サポート
体制強化

農業新時代へ
対応

三
菱
農
業
機
械
は
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
に

愛
さ
れ
て
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

常
に
農
業
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
農
業
機
械
の

種
類
や
機
能
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
た
。

懐
か
し
い
製
品
も
数
多
く
登
場
し
ま
す
。

日本農業へのサポート体制の充実を計り、
未来志向の製品開発

三
菱
農
業
機
械
の
あ
ゆ
み

1985

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の

コ
ン
バ
イ
ン

　

コ
ン
バ
イ
ン
と
い
え
ば
大
規
模
農
業
で

の
効
率
作
業
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
し

た
が
、
中
山
間
地
の
農
業
に
対
応
し
、
新

規
就
農
者
に
も
使
い
や
す
い
小
型
汎
用
コ

ン
バ
イ
ン
の
出
現
が
待
た
れ
て
い
ま
し

た
。
中
山
間
地
の
農
業
で
は
中
小
区
画
圃

場
が
点
在
し
、
作
付
も
多
品
目
で
、
収
穫

時
期
も
重
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
迅
速
に

効
率
よ
く
使
え
る
コ
ン
バ
イ
ン
が
必
要
で

し
た
。
三
菱
農
機
と（
独
）農
研
機
構
・

生
研
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
汎
用

コ
ン
バ
イ
ン
を
共
同
開
発
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
Ｖ
Ｃ
Ｈ
6
5
0
で
す
。

新キャラクター
ASUMAちゃんです！！

よろしく。

紙マルチ田植え機
MPK505が商品デザイン部門
でグッドデザイン賞を受賞

Ｈ

れ
が
Ｖ
Ｃ
Ｈ
6
5
0
で
す
。

水稲 大豆 麦 菜種 そば
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大型シンチレータ検出器

コンベヤ コンベヤ

米袋

鉛遮へい

扉（鉛遮へい） 扉（鉛遮へい）

■ 

H
S
T
採
用
の

　

経
済
タ
イ
プ
ト
ラ
ク
タ

M
T
R
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

ト
ラ
ク
タ
G
Z
シ
リ
ー
ズ
、

　

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
ー
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン 

V
M
1
〜
6
発
売

■ 

オ
ー
ト
ブ
レ
ー
キ
リ
タ
ー
ン
、
フ
ル
シ
ャ
ト
ル
を
採
用
し
た

本
格
小
型
ト
ラ
ク
タ
M
T
1
6
1
〜
2
4
1
発
売

■ 

M
A
C
¦

Ａ
ｉ
ｒ
シ
ス
テ
ム
、ツ
イ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
シ
ス
テ
ム
搭
載
の
プ
ロ
農
家
向
け

高
性
能
・
高
効
率
5
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン
Ｖ
Ｇ
55
／
65
発
売

■ 

マ
イ
レ
デ
ィ
シ
フ
ト
、高
速
ロ
ー
タ
リ
植
付
部
を
搭
載
し
た

高
機
能
本
格
乗
用
田
植
機
M
P
R
5
1
0
／
6
1
0
発
売

■ 

田
植
機  

M
P
C
4
発
売

■ 

本
格
中
型
ト
ラ
ク
タ
G
O
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

ト
ラ
ク
タ  

M
T
M
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

全
機
種
丸
ハ
ン
ド
ル
仕
様
の

ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ

Ｍ
Ｋ
Ｍ
65
／
75
発
売

■ 

お
手
ご
ろ
価
格
の

本
格
派
ト
ラ
ク
タ

パ
ル
シ
ー
ド
G
S
シ
リ
ー
ズ
M
T
Z
タ
イ
プ
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン
レ
セ
ル
ダ
V
M
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

枕
地
を
な
ら
し
な
が
ら
田
植
え
を
す
る
画
期
的
な
装
置
を
装
備
し
た
田
植
機

M
P
R
5
1
0
／
6
1
0
M
シ
リ
ー
ズ
・
ま
く
ら
っ
こ
発
売

■ 

コ
ン
バ
イ
ン
V
S
2
5
1
／
2
8
1
／
V
Y
3
2
1
発
売

■ 

世
界
最
小
最
軽
量
、

中
山
間
地
向
け
コ
ン
バ
イ
ン
V
M
7
発
売

■ 

新
型
三
菱
エ
ン
ジ
ン（
Ｚ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
タ
ー
ビ
ン
）を
搭
載
し
た

ト
ラ
ク
タ
G
O
Z
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

自
社
製
品
最
高
出
力
の
1
6
0
馬
力
で
最
高
時
速
21
キ
ロ
で
の
高
速
走
行
を

実
現
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
G
C
R
1
6
0
発
売

■ 

居
住
性
と
快
適
性
の
向
上
を
実
現
し
た

ト
ラ
ク
タ
G
X
シ
リ
ー
ズ
発
売

■ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら

高
出
力
エ
ン
ジ
ン
を
実
現
し
た
田
植
機
Ｌ
Ｖ
８
Ｄ
発
売

■   「
ま
く
ら
っ
こ
」を
標
準
装
備
し
た

マ
イ
レ
デ
ィ
リ
ー
ド
L
V
4
発
売
。

■ 

コ
ン
ポ
ア
ッ
プ
、
増
速
ツ
イ
ン
扱
胴
等
三
菱
独
自
機
能
を
満
載
し
た

大
型
コ
ン
バ
イ
ン
V
G
8
5
/
V
R
9
8
発
売 

 
 

 
 

■ 

高
効
率
と
快
適
作
業
を
追
求
し
た

新
M
A
C
搭
載
ト
ラ
ク
タ

N
e
w
G
O
シ
リ
ー
ズ
発
売
。

■ 

低
接
地
圧
で
、
湿
田
で
も
軽
快
に
、
力
強
く
走
破
す
る

ハ
ー
フ
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
G
O
K
3
0
0
/
4
0
0
発
売
。 

 
 

 
 

■  

プ
ロ
仕
様
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
搭
載
し
た

マ
イ
レ
デ
ィ
リ
ー
ド
L
V
8
D
発
売
。 

 
 

 
 ■  

好
評
の
G
O
シ
リ
ー
ズ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
扱
い
や
す
く

価
格
重
視
の
ト
ラ
ク
タ
G
J
2
4
/
2
7
/
3
0
発
売
。 

 
 

 
 

■  

コ
モ
ン
レ
ー
ル
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
低
燃
費
・
高
ト
ル
ク
・
低
騒
音
・

ク
リ
ー
ン
排
ガ
ス
を
実
現
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ

G
C
R
1
3
5
0
発
売

■  

30
周
年
記
念
ト
ラ
ク
タ

G
O
シ
リ
ー
ズ
発
売
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

■  

お
ま
か
せ
操
作
の
e-

m
a
c
、
簡
単
操
作
の

e-

s
h
i
f
t
で
簡
単
に
高
精
度
作
業
が
出
来
る
ト
ラ
ク
タ

G
O
/
G
X
シ
リ
ー
ズ
発
売
。 

 
 

 
 

■ 

高
効
率
に
低
燃
費
・
省
エ
ネ
プ
ロ
農
家
向
け

6
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン
V
R
6
1
8
0
を
発
売
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

■ 

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
誕
生

汎
用
コ
ン
バ
イ
ン 

A
S
U
M
A 

V
C
H
6
5
0 

ト
ラ
ク
タ　
　
　
　

A
S
U
M
A 

G
S
1
8
1
/
2
0
1
/
2
3
1
/
2
5
1 

ト
ラ
ク
タ 　
　
　

   

A
S
U
M
A 

G
E
1
3
0
/
1
5
0
/
1
7
0 

乗
用
田
植
機 　
　

   

A
S
U
M
A 

L
E
5
0
/
6
0 

力
強
さ
と

快
適
作
業
で

田
植
を
リ
ー
ド

（
L
e
a
d
）

高
馬
力
・
新
軌
跡
・

省
力
化

　

三
菱
農
機
の
新
ブ
ラ
ン

ド「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」の
思
想

を
盛
り
込
ん
だ
自
信
作
。

田
植
同
時
施
肥
の
ペ
ー
ス

ト
側
条
施
肥
、枕
地
な
ら

し
不
用
の
ま
く
ら
っ
こ
機

能
、補
助
着
の
労
力
低
減

の
苗
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど
常

に
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
三
菱
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
田
植

機
が
さ
ら
に
一
段
上
の
機

能
を
充
実
し
て
新
登
場
で

す
。

　

小
型
ト
ラ
ク
タ
の
決
定
版
。機
能
充
実
し

て
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ
の
考

え
方
が
結
実
し
た
ト
ラ
ク
タ
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
イ
ロ
搭
載
で
、耕
う
ん
精
度
を
向
上
。

東
北
復
興
に
向
け
て

三
菱
農
機
と
三
菱
重
工
が
共
同
開
発

農
地
の
除
染
作
業
を
行
う

放
射
線
遮
へ
い
ト
ラ
ク
タ

■ 安心装備・周囲からの視認性に優れたハイマウント
フラッシャーランプ・テールランプ

■ 燃料給油時に満タンをお知らせする満タンブザー

快適な作業性
■ 乗用車感覚で操作出来る灯火器スイッチ
■ ハンドル操作に連動し、作業機が上昇する旋回
アップ機能（標準装備化）

■ シャトル変速を後進に入れると、自動的に作業機が
上昇するバックアップ機能搭載（標準装備化）

ジャイロ搭載で耕うん精度向上
■ 機体の傾斜を素早く検知し、耕盤凹凸に対する追従性
を向上させるジャイロセンサー搭載。

■ 用途に応じて選べるロータリ作業機
■ 標準ロータリ…水田メイン
■ Vロータリ…畑作用途に最適

新エンジン
■ 空冷２気筒ガソリンエンジン搭載（最大出力18PS）
■ 大容量燃料タンク（18L）：5時間以上の連続作業が可能

新軌跡で植付がきれい
■ 疎植仕様を標準装備
■ 新設計のプランターケース
■ ラチェット式縦送で確実な苗送り

ペースト施肥機の満足向上
■ 外装ペーストタンク<72L>
～大容量化による補給回数低減で省力化～

■ ワンタッチオープン供給口＆ドレンホースコック

新苗スライダー
■ 左右回動式採用（LV63A/8A/8AD 継承）／
角度調整による投入口の上下高さ調整機能

粒状施肥機の進化
■ ホッパー左右オープン排出口
～残った肥料の排出簡単～

■ 施肥全条停止クラッチ
～施肥しない時もワンタッチ～

新機能のスーパースマイルターン 
■ 新旋回自動植付システム
　特徴 1　自動復帰機能
　特徴 2　折り返し記憶機能
　特徴 3　ダイヤル調整機能
自動植付システムは、植始めと植終わりがキレイ

イメージ一新のデザイン
■ 大型新ライト＋フロントオープン型の新ボンネット
■ 作業スペース広々のフルフラットステップ
■ ピュアホワイトの色彩で清潔感のアップ

進化したまくらっこで新たな作業シーン
■ まくらっこ操作の手元ダイヤルスイッチ化
■ スイッチによる『作業』と『格納』の切替
■ ダイヤルで『浅』⇔『深』のまくらっこ高さ調整可能

オペレータに優しい操作性
■ 主変速レバーノッチ式採用による操作力低減
■ ブレーキ→主変速≪Ｎ≫による急発進の誤操作防止
■ ペダルを踏みこむと主変速レバーが≪Ｎ≫にもどり、
ブレーキがかかる

ン

能

止
、

放射線遮へいキャビン装着
クローラトラクター

GCR1350

カッティングドーザカッティングドーザ

　

東
北
の
被
災
地
で
は
復

興
に
向
け
て
尽
力
し
て
い

ま
す
が
、
最
大
の
支
障
と

な
っ
て
い
る
の
が
除
染
で

す
。（
社
）
農
業
環
境
技

術
研
究
所
が
東
北
各
地
の

農
地
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
キ
ロ

当
た
り
５
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
を
超
え
る
農
地
が

８
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
福
島

県
の
農
地
の
５
．
８
パ
ー

セ
ン
ト
に
相
当
し
ま
す
。

膨
大
な
数
値
で
す
が
、
こ

の
除
染
を
進
め
な
い
か
ぎ

り
復
興
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
三
菱
農
機
で
は

親
会
社
で
あ
る
三
菱
重
工

と
共
同
で
農
地
を
除
染
す

る
ト
ラ
ク
タ
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
国
内
最
大

ク
ラ
ス
の
１
３
４
馬
力
エ

ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
大
型

の
ゴ
ム
ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク

タ
「
Ｇ
Ｃ
Ｒ
1
３
５
０
」。

抜
群
の
牽
引
力
で
土
を
は

ぎ
と
る
と
同
時
に
、
土
寄

せ
作
業
も
同
時
に
行
い
ま

す
。
フ
ル
ク
ロ
ー
ラ
型
特

有
の
低
接
地
圧
で
、
圃
場

を
傷
め
ず
に
効
率
よ
く
、

か
つ
精
度
の
高
い
作
業
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

キ
ャ
ビ
ン
に
は
、
三
菱

重
工
が
開
発
し
た
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
遮
へ
い
技
術
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
鋼
板

と
鉛
で
で
き
た
遮
へ
い
板

で
完
全
に
密
閉
し
、
さ
ら

厳
し
く
な
っ
た

放
射
性
物
質
基
準
値

　

こ
の
ほ
ど
食
品
に
含
ま

れ
る
放
射
性
物
質
の
新
基

準
が
発
表
さ
れ
、よ
り
厳

格
な
基
準
が
適
用
さ
れ
、

食
品
か
ら
受
け
る
年
間
被

ば
く
量
の
上
限
は
従
来
の

５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら

５
分
の
１
の
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
に
な
り
ま
し
た
。消

費
者
か
ら
安
心
安
全
な
食

品
の
供
給
が
求
め
ら
れ
る

中
、農
作
物
の
出
荷
す
る

立
場
か
ら
、迅
速
で
精
度

の
高
い
検
査
体
制
と
測
定

機
器
の
開
発
が
急
が
れ
て

い
ま
し
た
。

コ
メ
専
用
の

セ
シ
ウ
ム
値
を

測
定
で
き
る
装
置

　

三
菱
重
工
業
は
コ
メ
袋

に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
を
高
速
で
測
定
で
き

る
放
射
線
検
査
装
置
を
開

発
し
、三
菱
農
機
が
販
売
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
ほ
ど
施
行
さ
れ
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
新
規
制
値

に
対
応
し
、コ
メ
袋
を
コ
ン

ベ
ア
に
乗
せ
る
だ
け
で
簡

に
汚
染
物
質
を
特
殊
な

フ
ィ
ル
タ
ー
で
除
去
し
ま

す
か
ら
、
放
射
性
物
質

が
キ
ャ
ビ
ン
内
に
入
っ

て
く
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
遮
へ
い
技
術
は

す
で
に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
で

実
用
化
さ
れ
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ト
ラ
ク
タ
に

応
用
し
た
の
は
初
め
て
で

す
。

　

装
着
す
る
作
業
機
は
、

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ド
ー
ザ
を

採
用
し
た
も
の
で
、
幅

４
メ
ー
ト
ル
で
圃
場
の

表
面
を
削
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
土
を
削
る
グ

レ
ー
ダ
ー
部
分
は
両
側
に

30
度
ず
つ
開
閉
す
る
の

で
、
削
っ
た
土
を
次
々
に

端
に
寄
せ
て
い
く
こ
と

が
で
き
、
効
率
よ
く
土

を
収
集
で
き
る
の
で
す
。

　

三
菱
農
機
と
三
菱
重
工

が
共
同
開
発
し

た
こ
の
放
射
線

遮
へ
い
キ
ャ
ビ

ン
装
着
ク
ロ
ー

ラ
ト
ラ
ク
タ
に

よ
り
、
汚
染
さ

れ
た
農
地
を
早

期
に
除
染
し
、

復
興
の
手
助
け

が
で
き
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま

す
。

単
に
測
定
が
で
き
る
装
置

で
す
。30
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ

メ
袋
を
乗
せ
る
だ
け
で
、1

分
当
た
り
4
袋
分
を
測
定

で
き
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
検

査
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
す
る
部
分
全
体
を

カ
バ
ー
で
覆
う
仕
組
み
を

採
用
し
て
お
り
、外
部
か
ら

の
放
射
線
を
完
全
に
遮
断

し
た
状
態
で
測
定
す
る
た

め
、ま
わ
り
の
環
境
に
左
右

さ
れ
な
い
正
確
な
測
定
が

で
き
ま
す
。測
定
下
限
値
は

5
秒
間
の
測
定
時
に
1
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
15
ベ
ク

レ
ル
以
下
、15
秒
間
の
測
定

時
に
1
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た

り
10
ベ
ク
レ
ル
以
下
と
な

り
ま
す
。

　

三
菱
重
工
業
は
こ
れ
ま

で
低
レ
ベ
ル
の
放
射
線
測

定
器
は
扱
っ
て
い
ま
し
た

が
、コ
メ
袋
の
測
定
に
特
化

し
た
精
度
の
高
い
装
置
の

開
発
は
初
と
な
り
ま
す
。今

回
の
装
置
は
初
期
段
階
の

放
射
線
検
査
に
対
応
し
て

お
り
、価
格
は
２
千
万
円
。

農
業
分
野
に
販
売
網
を
持

つ
、三
菱
農
機
が
国
内
向
け

に
販
売
し
ま
す
。

　

な
お
、新
型
装
置
は
水

処
理
装
置
や
検
査
装
置
の

開
発
を
手
が
け
る
三
菱
重

工
の
子
会
社「
三
菱
重
工
メ

カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
」と
放

射
線
計
測
機
器
メ
ー
カ
ー
の

「
セ
イ
コ
ー
・
イ
ー
ジ
ー
ア

ン
ド
ジ
ー
」が
共
同
開
発
し

た
も
の
で
、今
後
も
さ
ら
に

精
密
検
査
等
に
対
応
し
、自

治
体
等
な
ど
に
提
案
し
て

い
く
方
針
で
す
。

ハイマウント・
フラッシャー
ランプ+尾灯

上位機種 GO/
GX 同様に赤
を基調とした
カラーリング

新デザイン
グリル

すべてが新しい。業界を
リードした田植機が
さらに一歩前に出る

LE50（5条植）
LE60（6条植）

除染対応
トラクタ
GCR1350

三菱農機が
放射能検査装置を

新発売

充実した機能を満載
農家をサポート
GS181/201/231/251
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山形ガールズ農場様 担当セールス
東日本三菱農機販売（株）
天童営業所   滝口さん

女
性
の
た
め
の
農
業
を
め
ざ
す
女
性
グ
ル
ー
プ

「つや姫」の袋を手
にする島崎眞吉さ
ん。消費者の声に
耳を傾けて作った
自信のコメです。

しまさき農園様 担当セールス
東日本三菱農機販売（株）
南陽営業所   加藤さん

ラフランスのジュースを手にする
愛さん。ラフランスはまず予冷し
追熟させ、柔らかくなったら冷蔵
庫で保存します。最初はコンポー
トなどの料理にし、熟成が進ん
だらシャーベットにして食べます
が、皮のまま豪快にかじりついて
もおいしいものです。

島崎さんの広い倉庫。今は出荷を待つコメ
だけですが、シーズンにはさくらんぼやラフ
ランス、りんごなどの箱が所狭しと並びます。

　

山
形
県
の
南
東
部
に
あ
る
南
陽
市
は
、農
業
が
盛

ん
な
置
賜
地
区
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。こ
の
地
で
コ

メ
と
さ
く
ら
ん
ぼ
、ラ
フ
ラ
ン
ス
、り
ん
ご
な
ど
の
果

樹
を
作
っ
て
い
る
の
が「
し
ま
さ
き
農
園
」の
島
崎
眞

吉
さ
ん（
58
）で
す
。

　
「
し
ま
さ
き
農
園
」を
経
営
し
て
い
る
の
は
眞
吉
さ

ん
で
す
が
、果
樹
部
門
の
柱
に
な
っ
て
い
る
の
は
長

男
の
真
人
さ
ん（
28
）。農
業
大
学
を
卒
業
後
、父
親
と

と
も
に
農
園
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、今
は「
新（
あ

ら
た
）や
」と
い
う
名
前
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。「
し

ま
さ
き
農
園
」の
中
に
、も
う
ひ
と
つ「
新
や
」と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。そ
う
す
る
こ

と
で
真
人
さ
ん
は
独
立
心
を
持
ち
、農
業
へ
の
意
欲

を
高
め
て
い
る
の
で
す
。

　

経
営
規
模
は
、水
田
が
15
ヘ
ク
タ
ー
ル（
自
作
10
ヘ

ク
タ
ー
ル
、受
託
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、果
樹
が
1.2
ヘ
ク

タ
ー
ル（
さ
く
ら
ん
ぼ
60
ア
ー
ル
、り
ん
ご
40
ア
ー

ル
、ラ
フ
ラ
ン
ス
20
ア
ー
ル
）。こ
れ
だ
け
大
規
模
な

複
合
経
営
を
す
る
に
は
、「
機
械
力
を
駆
使
し
な
い
と

や
っ
て
い
け
な
い
」と
島
崎
さ
ん
は
言
い
ま
す
。な
に

し
ろ
4
0
0
0
枚
も
の
苗
を
作
り
、そ
の
後
は
５
月

中
旬
か
ら
6
月
上
旬
ま
で
田
植
え
、そ
の
間
も
肥
料

散
布
や
堆
肥
散
布
な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、機
械
な
し
の
作
業
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
の
で

す
。

　

島
崎
眞
吉
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
ほ
ぼ
40

年
ず
っ
と
農
業
を
経
営
し
て
き
ま
し
た
が
、父
親
か

ら
引
き
継
い
だ
頃
は
コ
メ
と
野
菜
が
中
心
で
し
た
。

野
菜
か
ら
果
樹
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、真
人
さ
ん
が
農
業
大
学
で
果
樹
を
学
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。父
子
で
新
し
い
技
術
を
取
り

入
れ
て
果
樹
栽
培
に
取
り
組
み
、経
営
の
大
き
な
柱

に
仕
立
て
あ
げ
た
の
で
す
。

　

農
業
界
で
は
ど
う
し
て
も
女
性
は
脇
役
と
い
う
立

場
で
し
た
が
、つ
い
に
女
性
が
主
役
に
な
っ
た
グ
ル
ー

プ
が
誕
生
し
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
の
名
は
、「
山
形
ガ
ー

ル
ズ
農
場
」。山
形
県
村
山
市
で
、コ
メ
や
野
菜
、果
樹

を
作
っ
て
い
る
若
い
女
性
7
人
の
農
業
生
産
グ
ル
ー

プ
で
す
。メ
ン
バ
ー
が
若
い
女
性
ば
か
り
と
い
う
の
が

話
題
に
な
り
、テ
レ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
新
聞
雑
誌
な
ど
に

も
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
の
は
09
年
4
月
。山
形
県
村

山
市
の
農
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
高
橋
菜
穂
子

さ
ん
は
、横
浜
国
立
大
学
へ
進
学
、教
育
心
理
学
を
学

ぶ
う
ち
に
、「
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
教
え

た
い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
実
家
が
農
家

だ
っ
た
し
、父
親
は
農
業
を
続
け
て
い
た
の
で
、こ
れ

は
天
職
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
…
…
」卒
業
後
、山

形
の
実
家
へ
帰
っ
て
農
業
を
や
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
が
、若
い
女
性
が
農
業
を
や
る
こ
と
は
予
想
外
に

難
し
く
、容
易
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。そ
こ

で
、東
京
の
総
合
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業
会
社「
国

立
フ
ァ
ー
ム
」の
門
を
叩
き
、同
フ
ァ
ー
ム
の
生
産
部

門
と
し
て
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
を
創
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。当
初
は
高
橋
菜
穂
子
さ
ん
と
奈
須
野

睦
子
さ
ん
の
二
人
で
は
じ
め
ま
し
た
が
、少
し
ず
つ

メ
ン
バ
ー
も
ふ
え
て
今
で
は
菜
穂
子
さ
ん
の
ほ
か
に

６
人
の
社
員
を
抱
え
る
グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。

紙
マ
ル
チ
で
漢
方
米
を
栽
培

　

今
で
は
1.5
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
、つ
や
姫
な

ど
5
種
類
の
コ
メ
を
作
っ
て
い
る
ほ
か
、80
ア
ー
ル
で

ス
イ
カ
、ナ
ス
、サ
ト
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す

が
、な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
農
場
の
目
玉
は
植
物
ミ

ス
ト
米
。09
年
10
月
か
ら「
山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
米
」

と
名
づ
け
て
栽
培
、販
売
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
30
種

類
以
上
の
漢
方
薬
に
も
な
る
植
物
か
ら
抽
出
し
た
エ

キ
ス
が
入
っ
た
液
体
を
水
田
に
噴
霧
し
て
栽
培
し
た

も
の
で
、残
留
農
薬
が
な
く
、玄
米
の
ま
ま
食
べ
て
も

安
心
だ
し
、美
容
に
も
い
い
と
い
う
こ
と
か
ら
話
題

を
呼
び
ま
し
た
。漢
方
薬
だ
か
ら
、い
く
ら
身
体
に
浴

び
て
も
害
に
な
ら
な
い
た
め
、女
性
た
ち
も
安
心
し

て
作
業
で
き
る
の
で
す
。

生
協
と
出
会
い

消
費
者
の
声
を
聞
く
こ
と
に

　

島
崎
さ
ん
の
コ
メ
作
り
で
転
換
点
と
な
っ
た
の

は
、二
十
代
の
初
め
に
出
会
っ
た
東
京
の
生
協（
東
都

生
協
）。今
は
全
国
ど
こ
で
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
産
直
と
い
う
考
え
方
を
、生
協
と
つ
き
あ
う
こ
と

で
身
に
つ
け
て
い
っ
た
の
で
す
。以
後
、有
機
栽
培
に

取
り
組
み
ま
し
た
が
、思
っ
た
よ
う
に
は
い
き
ま
せ

ん
。そ
こ
で
見
つ
け
た
の
が
紙
マ
ル
チ
栽
培
で
す
。

十
年
前
に
三
菱
農
機
の
紙
マ
ル
チ
田
植
機
を
導
入

し
て
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、試
行
錯
誤
は
あ
っ
た
も

の
の
大
成
功
。今
で
は
30
ア
ー
ル
で
紙
マ
ル
チ
栽
培

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
初
め
は
紙
が
風
で
と
ば
さ
れ
た
り
し
て
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
け
ど
、紙
の
質
も
よ
く
な
っ
て
今
は

剥
が
れ
る
こ
と
も
な
い
。今
度
新
し
く
紙
マ
ル
チ
の

6
条
田
植
機
を
入
れ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
も
紙
マ
ル

チ
有
機
栽
培
を
ふ
や
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

島
崎
さ
ん
は
30
年
も
前
か
ら
消
費
者
に
直
接
販
売

し
て
き
た
人
で
す
か
ら
、消
費
者
の
声
に
は
敏
感
で

す
。「
自
分
で
販
売
し
て
い
る
か
ら
下
手
な
も
の
を
出

荷
で
き
な
い
。常
に
消
費
者
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
、

お
の
ず
と
管
理
も
き
び
し
く
な
り
ま
す
」

　

そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
顧
客
に
評
価
さ
れ
て
評
判
が

ひ
ろ
が
り
、今
で
は
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
、首
都
圏

は
も
ち
ろ
ん
遠
く
は
沖
縄
の
消
費
者
に
ま
で
精
米
し

宅
急
便
で
届
け
て
い
ま
す
。コ
メ
の
ほ
か
、ラ
フ
ラ
ン

ス
や
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
果
樹
も
消
費
者
に
届
け
て

い
ま
す
。「
お
中
元
、お
歳
暮
の
時
期
に
贈
答
用
と
し

て
の
注
文
が
き
ま
す
ね
。人
気
が
あ
っ
て
、現
在
は
注

文
に
応
じ
き
れ
な
い
状
態
で
す
」と
い
う
の
は
果
樹

の
販
売
を
担
当
し
て
い
る
真
人
さ
ん
。

農
家
に
必
要
な
の
は
販
売
戦
略

　

島
崎
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
は
、「
自
分
で
食
べ
て
納

得
し
た
も
の
し
か
出
荷
し
な
い
」と
い
う
こ
と
。「
農

家
の
人
は
た
い
て
い
自
分
で
作
っ
た
コ
メ
し
か
食
べ

な
い
け
ど
、私
は
ほ
か
の
地
域
の
コ
メ
も
買
っ
て
き

　

販
売
方
法
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、3
0
0
グ
ラ
ム
入
り

の
小
袋
に
入
れ
て
売
っ
て
い
ま
す
。美
容
に
も
い
い
コ

メ
と
い
う
の
が
評
判
に
な
り
、若
い
女
性
の
間
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
植
物
ミ
ス
ト
米
は
、減
農
薬
栽
培
米
と
し
て

現
在
30
ア
ー
ル
で
作
っ
て
い
ま
す
。「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
防

除
の
影
響
も
受
け
る
し
、完
全
無
農
薬
で
や
る
の
は

現
実
的
に
は
難
し
い
。だ
か
ら
減
農
薬
で
や
ろ
う
と
決

め
た
ん
で
す
」

　

と
は
い
え
、減
農
薬
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。試

行
錯
誤
し
て
い
る
う
ち
に「
漢
方
薬
米
の
師
匠
」に
教

え
ら
れ
た
の
が
紙
マ
ル
チ
農
法
。紙
マ
ル
チ
で
田
ん

ぼ
を
お
お
い
、雑
草
が
生
え
な
い
よ
う
に
し
て
除
草

の
手
間
を
省
こ
う
と
い
う
農
法
で
す
。こ
れ
に
は
三

菱
農
機
の
紙
マ
ル
チ
田
植
機
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ

こ
で
紙
マ
ル
チ
田
植
機
を
購
入
し
、本
格
的
に
紙
マ

ル
チ
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
。こ
れ
が
奏

功
し
て
、今
で
は
漢
方
薬
に
紙
マ
ル
チ
を
プ
ラ
ス
し

て
、独
自
の
減
農
薬
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

都
会
の
若
い
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

　

菜
穂
子
さ
ん
た
ち
の
考
え
は
従
来
の
農
業
と
は
一

線
を
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
農
家
が
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

も
の
に
眼
を
つ
け
て
、小
規
模
で
も
い
い
か
ら
じ
っ
く

り
作
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ば
隙
間
を

狙
っ
て
い
る
ん
で
す
。都
会
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

て
い
て
、毎
日
米
を
食
べ
な
い
よ
う
な
女
性
に
買
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
」

　

大
多
数
の
消
費
者
を
見
る
の
で
は
な
く
、「
都
会
の

若
い
女
性
」を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
戦
略
を
立
て
て

い
こ
う
と
い
う
の
で
す
。「
都
会
の
女
性
」の
こ
と
を

考
え
て
企
画
し
た
の
が「
女
子
大
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

週
末
は
畑
ス
テ
イ
」と
い
う
も
の
で
す
。ガ
ー
ル
ズ
農

場
で
は
、夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、都
会
に
住
む
女
子
大

生
を
招
待
し
て
農
業
を
体
験
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
菜
穂
子
さ
ん
が　
「
国

立
フ
ァ
ー
ム
」で
働
い
て
い
た
頃
か
ら
や
っ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
。菜
穂
子
さ
ん
が
、「
将
来
結
婚
し
て
子
育
て

す
る
と
き
に
農
業
体
験
は
き
っ
と
役
に
立
つ
」と
提

て
食
べ
て
い
る
。そ
う
し
て
自
分
の
コ
メ
と
比
べ
て

研
究
し
て
い
る
ん
で
す
」

　

産
直
を
始
め
て
三
十
年
。農
薬
や
環
境
な
ど
に
つ

い
て
色
々
勉
強
し
て
き
た
島
崎
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
言

え
る
の
で
す
。

　
「
農
家
に
足
り
な
い
の
は
販
売
す
る
と
い
う
意
識

で
す
よ
。自
分
で
付
加
価
値
を
つ
け
て
売
ら
な
い
と

絶
対
に
儲
か
ら
な
い
。作
る
だ
け
作
っ
て
あ
と
は
他

人
ま
か
せ
と
い
う
の
で
は
、成
長
で
き
ま
せ
ん
よ
」

　

島
崎
さ
ん
は
出
荷
す
る
コ
メ
に
生
産
履
歴
を
つ
け

て
い
ま
す
。い
つ
消
毒
し
、い
つ
施
肥
を
し
た
か
な
ど

を
細
か
く
記
載
し
て
消
費
者
に
届
け
て
い
る
の
で

す
。そ
う
し
な
い
と
今
の
消
費
者
に
は
受
け
入
れ
て

も
ら
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
放
射
能
の
問
題
が
出
て
き
て
か
ら
は
消
費
者

も
敏
感
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。生
産
履
歴
は

前
よ
り
も
き
び
し
く
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
環
境
に
悪
い
も
の
は
徹
底

的
に
排
除
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
な
い
と
、農

業
は
続
け
て
い
け
な
い
で
し
ょ
う
」と
島
崎
さ
ん

は
断
言
し
ま
す
。こ
の
よ
う
な
言
葉
は
、消
費
者
に

と
っ
て
は
た
の
も
し
く
聞
こ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

言
し
て
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

女
子
大
生
た
ち
は
ロ
ッ
ジ
に
泊
ま
り
、ト
マ
ト
な
ど

の
野
菜
を
栽
培
し
た
り
、米
作
り
を
し
、自
分
で
収

穫
し
た
も
の
を
食
べ
る
の
で
す
。そ
の
旨
さ
に
、女
子

大
生
た
ち
は
一
様
に
驚
く
と
か
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

2
0
1
0
年
の
農
水
省「
食
と
地
域
の
絆
作
り
」優
良

事
例
に
選
ば
れ
、マ
ス
コ
ミ
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
も
ア
イ
デ
ア
を
出
す
か
ら
、

ガ
ー
ル
ズ
農
場
の
企
画
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
実
現
し
て
ま
す
ま
す
や
る
気
に
な
る
の
で
す
。

　
「
今
考
え
て
い
る
の
は
メ
イ
ド
付
き
農
園
で
す
。私

た
ち
が
畑
の
メ
イ
ド
に
な
り
、お
客
さ
ん
の
た
め
に

畑
を
管
理
致
し
ま
す
。５
坪
の
畑
を
年
間
契
約
し
、

マ
イ
農
園
と
し
て
持
っ
て
も
ら
う
。そ
れ
を
ガ
ー
ル

ズ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
管
理
・
報
告
し
、収
穫
時
期
に

な
っ
た
ら
お
客
さ
ん
に
き
て
も
ら
っ
て
収
穫
す
る
の

で
す
。こ
こ
へ
く
る
だ
け
で
な
く
、帰
り
に
は
近
く
の

観
光
地
へ
も
寄
っ
て
も
ら
う
。そ
う
す
れ
ば
地
域
の
発

展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。た
だ
の
貸
し
農
園
で
は
な

く
、地
域
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
」と
菜
穂
子
さ
ん
の
夢
は
ふ
く
ら
む
ば
か

り
で
す
。

女
性
の
た
め
の
農
業
が
実
現
す
れ
ば
、日
本
の
農
業

も
そ
の
姿
を
変
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

30
年
前
か
ら
産
直
に
取
り
組
み
、
紙
マ
ル
チ
に
よ
る
有
機
農
業
を

山形ガールズ農場
山形県村山市大槇
植物ミスト米、つや姫、香り米
総4.5ha
お米/スイカ/ナス/サトイモほか
中型トラクター1台/紙マルチ田植え機他
社員7人

名 称
場 所
ブランド
経営規模
主な作物
保有機械
農業従事者

しまさき農園
山形県南陽市砂塚
新や（あらたや）
総16.2ha
水稲/果樹（サクランボ/ラフランス/リンゴ）
大型トラクター2台/大型コンバイン/SSほか
家族4人　繁忙時アルバイト他10人

名 称
場 所
ブランド
経営規模
主な作物
保有機械
農業従事者

しまさき農園
島崎眞吉さん

山形ガールズ農場
農場代表　高橋菜穂子さん

山形県 宮城県

福島県

新潟県

秋田県 岩手県

南陽市

村山市

★

★

三菱ユーザー紹介

事務所には「新や」の
看板も掲げられてい
ます。真人さんはこの
ブランドで果樹を販
売しているのです。

左写真は右下の代表・
高橋菜穂子さんから反
時計回りで奈須野睦子
（よしこ）さん、岩本嘉
見磨さん、福田くみ子さ
ん、平口いづみさん、平
元沙恵子さんです。当日
お休みの原田有佳子さ
んは下に掲載。

田植機に苗を稲を積み込むメンバー。「ボディ
をかわいい色に塗ってほしい」など、メンバー
からはユニークな意見がとびだします。

植物ミスト米は植物から抽出されたエキスを田んぼにミスト状にして
まくことによって、害虫を寄せ付けにくくする効果があり農薬を使わな
くてすむし、紙マルチをプラスすれば除草も不要。かぎりなく無農薬
に近い米になり、おまけに米ぬかで化粧水を作ることもできる。しか
も、ガールズたちの美容と健康にもよい、といいことづくめなのです。

「コシヒカリ」のほか「つや
姫」「香り米」など５種類の
コメを作っています。

生産だけでなく、販売、
加工、飲食店など農業周
辺のビジネスにも積極
的にかかわっていこうと
夢はふくらみます。

産直販売時期

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1（月）

お米（コシヒカリ/つや姫）

サクランボ

ラ・フランス

加工食品（餅・赤飯）

リンゴ

トラクターの前に
並ぶ島崎さんのご
家族。左から眞吉
さん、奥さんの久
美子さん、お嫁さ
んの愛さん、息子
さんの真人さん。



本　　 社
事業本部
（東京事務所）

島根県松江市東出雲町揖屋 667-1　☎ 0852（52）2111（代）
東京都品川区西五反田1-5-1 　☎ 03（5759）8060

東日本三菱農機販売（株）   埼玉県久喜市桜田2-133 - 4　☎ 0480（58）9524
北海道支社　  ☎ 0123（22）1234　　   関東甲信越支社　  ☎ 0480（58）9521
東 北 支 社　☎ 022（783）9520　　   東 海 支 社　  ☎ 052（419）6721

西日本三菱農機販売（株）   岡山県瀬戸内市邑久町豆田161-1  ☎ 0869（24）0805
北 陸 支 社　  ☎ 0776（27）3078　　  九 州 支 社　  ☎ 0942（84）1888
西日本支社　☎ 0869（24）0820

A S UM A 読者広場
　このたび三菱農機ではトラクタ・田植機・コンバインの愛称を変更いたしました。皆様の
一層のご愛顧をお願い申し上げます。そこで編集部では楽しいプレゼントが当たるクイズを用
意いたしました。下記の空欄○に相応しい文字を当ててください。正解の方に抽選で「北
山たけしさんのサイン入り色紙」と豪華プレゼント（三菱農機オリ
ジナルブルゾンとキャップを差し上げます。ふるってご応募ください。
　お答えはハガキに①お答え②住所・氏名・年齢③その他ご意見・
ご感想等を書いて下記の宛先に 8月末までにご応募ください。

お答えは下記へどうぞ▼
〒141-0031 東京都品川区西五反田1-5-1
三菱農機（株）事業本部 アスマ編集部

クイズ 三菱農機の新しいブランド名は
「ア○マ」です。

アスマオリジナルブルゾンとキャップ

北山たけしさん

ラジオニッポンにて番組収録

http：//www.mam.co.jp/

オリ
い。
見・

1974年、福岡出身。2004年「片道切符」でデビュー。実力派歌手として多くのファンに支えられて多く
のテレビ、ラジオ出演などで活躍。2005年から5年間紅白歌合戦にも出場。2012年 3月、新曲「流星
カシオペア」絶賛発売中。

Profile

ご

は

ん

讃

歌

尚、前号（三菱農機だより15号）のランタンの当選者は下記の通りです。
■ 秋田県大館市・大利根真理　■ 福岡県大牟田市・前田寿太　■ 埼玉県熊谷市・久間務さん

当るとい
いな♪

ホームページ

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
演
歌
好
き

　

父
が
カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
の

で
、４
歳
の
頃
か
ら
演
歌
を
よ
く
き
い
て
い
ま
し
た
。

自
分
も
歌
う
の
が
好
き
で
し
た
し
、外
で
遊
ぶ
よ
り

は
歌
っ
て
い
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
で
す
。９
歳
の
時
、

初
め
て
地
元
放
送
局
の「
の
ど
自
慢
大
会
」に
出
ま
し

て
、そ
の
時
歌
っ
た
の
が
師
匠
北
島
三
郎
の「
風
雪
な

が
れ
旅
」と
い
う
歌
で
、な
ん
と
そ
の
大
会
で
優
勝
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
全
国
大
会
に
進
み
、そ
こ
で
、水
森
か
お
り

さ
ん
や
夏
川
り
み
さ
ん
、そ
し
て
島
津
亜
矢
さ
ん
ら

と
一
緒
に
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
歌
が
上
手
く
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。自
分
も
も
っ
と
上
手
く
な
っ
て
絶
対

歌
手
に
な
る
と
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、父
が
ず
っ
と
フ
ァ
ン
だ
っ
た
、自
分
も
小

さ
い
頃
か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、北
島
三
郎
さ

ん
の
弟
子
入
り
を
志
願
し
た
の
で
す
が
、そ
の
時
は

未
成
年
者
と
い
う
こ
と
で
断
ら
れ
ま
し
て
、地
元
に

戻
り
歌
の
勉
強
を
つ
づ
け
ま
し
た
。２１
歳
に
な
り
、も

う
一
度
師
匠
の
お
宅
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

一
番
必
要
な
の
は
心
だ

　

師
匠
の
お
宅
の
門
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し

に
、弟
子
入
り
の
お
願
い
を
し
た
の
で
す
が
も
ち
ろ

ん
断
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
自
分
で
は
諦
め
る
気
持

ち
は
全
く
無
か
っ
た
で
す
。門
の
前
で
何
日
も
待
ち

10
日
目
に
や
っ
と
許
し
て
頂
け
ま
し
た
。こ
の
時
は

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

や
っ
と
弟
子
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、い

わ
ゆ
る
稽
古
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。師
匠
の
歌
を

聴
い
て
、そ
の
姿
を
見
て
、い
わ
ゆ
る
一
挙
手
一
投
足
、

す
べ
て
を
見
て
学
ぶ
の
が
稽
古
で
し
た
。師
匠
が
作
詞

作
曲
し
て
新
曲
を
作
る
時
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
時

は
弟
子
に
歌
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。師
匠
の
前
で
自
分

の
歌
を
聴
い
て
も
ら
え
る
の
は
こ
の
時
だ
け
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
〝付
き
人
を
し
て
様
々
な
経
験
を
か
さ

ね
〞
８
年
目
に
、師
匠
か
ら「
そ
ろ
そ
ろ
船
出
を
し
て

み
る
か
」と
い
う
言
葉
で
デ
ビ
ュ
ー
の
お
許
し
を
も

ら
い
ま
し
た
。「
片
道
切
符
」と
い
う
曲
で
デ
ビ
ュ
ー

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
ん
と
し
て
で
も
歌
手
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
、そ

し
て
両
親
の
た
め
に
歌
手
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
の
で
、付
き
人
の
仕
事
も
苦
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。師
匠
は
常
に「
歌
の
上
手
い
人
、

声
の
い
い
人
は
沢
山
い
る
。だ
け
ど
歌
手
に
と
っ
て
一

番
必
要
な
の
は
心
だ
。」と
言
わ
れ
ま
す
。い
つ
ま
で
も

デ
ビ
ュ
ー
の
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
歌
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
然
へ
の
気
づ
か
い

　

師
匠
の
1
5
0
0
坪
の
家
に
は
、庭
に
家
庭
菜
園
が

あ
り
ま
し
て
、そ
の
菜
園
の
世
話
を
す
る
の
も
弟
子
の

仕
事
の
ひ
と
つ
で
し
た
。自
然
と
接
す
る
中
か
ら
何
か

を
感
じ
て
学
び
と
れ
と
い
う
の
が
師
匠
の
考
え
方
だ
と

思
い
ま
す
。野
菜
づ
く
り
が
中
心
で
し
た
け
ど
、草
む
し

り
、虫
取
り
、水
や
り
か
ら
、植
木
の
手
入
れ
と
か
色
々

作
業
を
し
ま
す
。農
作
業
に
は
か
な
り
く
わ
し
く
な
り

ま
し
た
。野
菜
づ
く
り
は
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。野
菜
は

ほ
ぼ
自
給
自
足
で
す
。

作
物
は
正
直
で
す
、ち
ょ
っ
と
手
を
抜
け
ば
枯
れ
ち
ゃ

い
ま
す
か
ら
。自
分
が
丹
精
込
め
て
世
話
を
す
れ
ば

必
ず
立
派
に
実
っ
て
く
れ
ま
す
。今
で
も
農
作
業
は

や
っ
て
ま
す
よ
。自
分
で
世
話
を
し
て
出
来
た
野
菜

を
食
べ
る
の
は
最
高
で
す
。

　

デ
ビ
ュ
ー
し
た
時
に
、記
念
と
い
う
こ
と
で
新
潟

の
農
家
の
方
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
田
ん
ぼ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。１０
ａ
程
の
田
ん
ぼ
な
ん
で
す
が
一
緒

に
田
植
え
と
か
し
て
い
ま
す
。忙
し
く
て
行
け
な
い

時
に
は
農
家
の
方
が
収
穫
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。こ
の
米
に
は「
北
山
米
」と
名
付
け
て
毎
年
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。自
分
の
田
ん
ぼ
で
穫
れ

た
と
思
う
と
最
高
に
お
い
し
い
で
す
。

日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
自
家
野

菜
に
手
を
か
け
て
い
ら
れ
な
い
農

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
米
価
低
迷

や
市
況
の
厳
し
さ
か
ら
農
家
収
入

が
伸
び
な
い
昨
今
、
少
し
で
も
家

計
を
助
け
る
工
夫
が
ほ
し
い
も
の

で
す
。
農
家
の
家
計
簿
調
査
に
よ

る
と
年
間
で
か
な
り
の
金
額
を
野

菜
の
購
入
に
あ
て
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
家
野
菜
の
活
用

は
一
石
二
鳥
以
上
の
効
果
で
す
。

農
作
物
の
生
産
の
プ
ロ
の
皆
さ
ん

で
も
、栽
培
作
物
に
よ
っ
て
得
手
、

不
得
手
が
あ
る
よ
う
で
す
。
土
地

柄
や
気
候
に
よ
っ
て
も
栽
培
方
法

は
大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
土
づ

く
り
や
防
除
方
法
な
ど
、
作
物
別

の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
格
栽
培
や
市
場
出

荷
の
取
り
組
み
に
も
結
び
付
け
ら

れ
ま
す
。
小
型
農
機
も
大
い
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
鮮
な
緑
黄
色
野
菜
は
健
康
生
活

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
以
前
は
雪
深

い
地
方
で
は
冬
場
の
緑
黄
色
野
菜

の
摂
取
が
不
足
し
て
、
高
血
圧
症

や
循
環
器
系
の
病
気
の
方
が
多

か
っ
た
も
の
。
そ
こ
で
自
家
野
菜

に
よ
る
緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
運
動

を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
数

が
減
少
し
ま
し
た
。
新
鮮
野
菜
の

摂
取
は
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
に
も
役
立
つ
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
が
食
べ
る
も

の
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
で
す
。
最
近
は
体
験
農
業
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
農
家
で
自
家
野
菜

を
作
れ
ば
簡
単
に
食
育
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
手
伝
わ
せ
れ

ば
ベ
ス
ト
で
す
が
、
家
で
野
菜
を

作
っ
て
い
る
の
を
そ
ば
で
見
て
い

る
だ
け
で
も
十
分
教
育
が
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
教
育
の
た
め
に

も
自
家
野
菜
を
作
る
こ
と
は
い
い

こ
と
な
の
で
す
。

自
家
野
菜
を
作
っ
た
と
き
の
問
題

は
保
存
。
つ
い
作
り
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
保
存
に
困
り
、
廃
棄
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
る

よ
う
で
す
。
で
も
、最
近
は
フ
リ
ー

ジ
ン
グ
の
技
術
が
進
歩
し
て
い
ま

す
か
ら
家
庭
の
冷
蔵
庫
で
も
長
期

間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
余
れ
ば
近
所
に
あ
げ
れ

ば
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
は

か
れ
ま
す
。
自
家
野
菜
を
大
い
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
自
家
野

日

忙
し

に
追

れ
自
家

日
々
の
忙
し
さ

忙
し
さ

忙

に
追
わ
れ
自
家
野

日

忙忙
しし

に
追

れ
自
家

家
計
を
助
け
る
自
家
野
菜

農
作
物
の
生
産
の
プ
ロ
の
皆
さ
ん

農
作
物

生
産

プ
ロ
の

さ
ん

農
作
物
の
生
産

の
生
産

の

の
プ
ロ
の
皆
さ
ん

農
作
物

生
産

プ
ロ
の

さ

栽
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積
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な
緑
黄
色
野
菜
は
健
康
生
活

新

な
緑

色
野
菜

健
康

活

新
鮮
な
緑
黄
色

緑
黄
色

緑

野
菜
は
健
康
生
活

新

な
緑緑緑

色
野
菜

健
康

活

健
康
生
活
に
役
立
つ

子
ど
も
の
教
育
に

保
存
も
可
能

農
家
な
の
に
野
菜
を
買
っ
て
い
る
お
宅
が
意
外
に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

月
々
の
額
は
少
な
く
と
も
、年
間
を
通
し
て
見
れ
ば
け
っ
こ
う
大
き
な
額
に
な
る
も
の
で
す
。

自
家
野
菜
の
消
費
は
家
計
の
改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、自
分
で
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、野
菜
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
、

新
鮮
で
、安
心
な
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、健
康
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
家
野
菜
を
大
い
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

こ
と
な
の
で
す

と

で
す

活
用
し
て
く
だ
さ
い

用
し
て

だ
さ


